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女性局ブロック会議を踏まえた申し入れ  
 

 
女性局では、毎年秋に全国８カ所でブロック会議を開催し、女性党員との

意見交換を行っている。本年実施したブロック会議で主な意見として挙げら
れた以下の点について、党本部各方面において前向きな取り組みをお願いし
たい。 
 

記 

 

① 全国の女性局長を都道府県連執行部や、選対会議、候補者選定委員に加え
て女性の役員登用を促進し、女性が男性と同じ土俵に立って、チームワー
クがとれる環境を整備すること。 

② 国政選挙や地方選挙での女性候補者を増やすこと。 

③ 国政選挙で多数の大臣や党役員の応援弁士が入ることで、現場では受け入
れや、動員の対応が大変で、自分達の選挙運動ができないため、党本部の
選挙応援を見直すこと。 

④ 若年層の投票率を上げ、若者の政治参加を促進すること。 

⑤ 憲法改正に関して、生活に密着した女性目線でもわかる説明を行うこと。 

⑥ 災害弱者（女性や子供）へのサポートや、女性目線の防災対策を推進する
こと。 

⑦ 地方議会との政策の連携。（共通テーマについて議会質問を行う等） 

 

以上 


